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・
質
問　

次
の
点
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

①
虐
待
を
受
け
て
い
る
児
童
・
生

徒
数
及
び
虐
待
防
止
や
早
期
発

見
・
早
期
対
応
の
た
め
の
施
策
に

つ
い
て

②
「
羽
生
市
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
」
の
活
動
内
容
に

つ
い
て

・
答
弁
（
市
民
福
祉
部
長
）　

①
平
成
十
四
年
度
の
児
童
虐
待
数

は
十
一
件
、
本
年
度
は
現
在
ま
で

九
件
、
内
訳
は
、
身
体
的
虐
待
が

五
件
、
養
育
放
棄
が
四
件
で
あ
り
、

県
の
児
童
相
談
所
と
連
携
を
と
り

対
応
を
図
っ
て
い
る
。

　

児
童
虐
待
の
防
止
や
早
期
発

見
・
対
応
に
は
、
養
育
力
の
不
足

し
て
い
る
家
庭
を
早
期
に
把
握
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
従
来
の

母
子
保
健
事
業
や
児
童
相
談
だ
け

で
な
く
、
窓
口
で
の
積
極
的
な
把

握
の
た
め
の
工
夫
や
児
童
福
祉
に

関
連
す
る
諸
機
関
と
の
連
携
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
出
産
後
ま
も
な
い
時
期

に
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
養
育
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
家
庭
に
対
し
て
、

育
児
・
家
事
の
援
助
や
育
児
に
関

す
る
技
術
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
虐
待
の
未
然
防
止
や
早
期
解

決
に
努
め
て
い
き
た
い
。

②
「
羽
生
市
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
」
は
、
児
童
相
談

所
を
は
じ
め
、
警
察
署
、
医
師
会

等
十
五
機
関
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

主
な
活
動
は
、
情
報
交
換
及
び

研
修
、
実
態
把
握
及
び
事
例
検
討
、

各
機
関
・
団
体
と
の
連
携
、
そ
の

他
児
童
虐
待
に
関
す
る
解
決
に
必

要
な
事
項
で
あ
る
。

　

全
体
会
議
は
年
一
回
の
実
施
だ

が
、
ケ
ー
ス
の
実
情
に
応
じ
て
随

時
、
事
例
検
討
会
議
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
の

機
能
を
生
か
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
援
助

方
針
の
意
思
統
一
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

　
　

そ
の
他
の
質
問

・
障
害
を
抱
え
る
子
ど
も
の
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

障
害
を
抱
え
る
子
ど
も
の

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

丑
久
保　

恒
行
議
員

・
質
問　

次
の
点
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

①
特
別
職
（
助
役
、
収
入
役
）
の

廃
止
の
考
え
は
。

②
職
員
定
数
の
削
減
と
現
業
部
門

の
民
間
委
託
、
受
け
皿
機
関
の
設

立
に
つ
い
て

③
市
債
発
行
制
限
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

・
答
弁
（
企
画
財
政
部
長
）

①
特
別
職
で
あ
る
助
役
、
収
入
役

は
、
地
方
自
治
法
に
よ
り
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
助
役
に
つ
い
て
は
条

例
で
規
定
す
れ
ば
置
か
な
い
こ
と

が
で
き
、
収
入
役
に
つ
い
て
も
、

同
様
の
扱
い
と
す
る
旨
の
地
方
自

治
法
の
改
正
法
案
が
今
国
会
に
上

程
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
助
役
は
長
の
最
高
補

助
機
関
と
し
て
、
事
務
を
監
督
す

る
権
限
を
有
し
、
収
入
役
は
出
納

そ
の
他
の
会
計
事
務
の
公
正
を
保

つ
た
め
に
独
立
し
た
権
限
を
与
え

ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

現
状
で
は
慎
重
に
状
況
を
見
極
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

②
職
員
定
数
は
、
現
在
五
百
二
名

で
あ
る
が
、
過
去
八
年
間
の
職
員

適
正
化
計
画
に
よ
り
、
実
数
は
四

百
六
十
二
人
と
計
画
的
に
削
減
を

行
っ
て
き
た
。

　

今
後
も
目
標
を
定
め
、
職
員
定

数
の
削
減
を
図
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
業
部
門
の
民
間
委
託

に
つ
い
て
は
、
既
に
給
食
セ
ン

タ
ー
・
清
和
園
の
調
理
業
務
、
ゴ

ミ
の
収
集
業
務
、
粗
大
ゴ
ミ
処
理

施
設
の
運
転
管
理
業
務
な
ど
で
実

施
し
て
お
り
、
今
後
も
民
間
委
託

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
考

え
で
あ
る
。
し
か
し
、
職
員
の
受

け
皿
機
関
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

職
員
の
身
分
保
障
の
問
題
等
も
あ

る
た
め
、
今
後
研
究
し
て
い
き
た

い
。

③
ま
ち
の
活
性
化
や
市
民
生
活
の

向
上
の
た
め
の
事
業
を
、
時
期
を

逸
す
る
こ
と
な
く
行
う
こ
と
は
行

政
の
使
命
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
の
財
源
と
な

る
市
債
は
、
弾
力
的
に
措
置
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
肝
心

で
あ
り
、
条
例
に
よ
る
制
限
は
適

切
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
財
政
再
建
を
行
う
た

め
に
、
市
債
発
行
の
抑
制
は
必
要

不
可
欠
な
事
項
で
あ
る
た
め
、
今

後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

　
　

そ
の
他
の
質
問

・
東
武
伊
勢
崎
線
の
利
便
性
向
上

に
つ
い
て

羽
生
市
の
行
財
政
改
革
に

つ
い
て

永
沼　

正
人
議
員


